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9 月 2 日から1 6 泊のクルーズを体験してきました。カナダのバンクーバーから横浜までの旅で、途中にアリューシャン列
島のダッチハーバー、小樽、函館、東京に一日ずつ停泊するというものです。何しろこれまで乗った最大の船が新日
本海フェリーの1 6 , 8 1 0 トンの船。今度の船は9 1 , 0 0 0 トンですから、全く大きさが違います。ヨットの経験では船の重量が3
倍にもなれば波等からの影響は全く違う世界のものになることを経験してきましたが、この違いは何と5 . 5 倍。やはり、い
ろいろな驚きがありました。

C e l e b r i t y クルーズのM i l l e n n i u m 。9 1 , 0 0 0 トン

悪天候の中で
ベーリング海を航行中に悪天候に遭遇しました。船長からのアナウンスによると波高は5 m 、風速は4 0 ノット( 約2 0 m / s ) 。
とんでもない状況のはずなのですが、船は悠々といつも通りに航行しています。9 階の僕の部屋は幸いにも船の風下
側でしたからベランダから海を見下ろすと、海は荒れて
はいるものの波高 5 m とはとても思えません。この船の１
階は岸壁より高い位置なので9 階ともなれば海面から3 0
m 程の高さから見ているのですから…。
一番低いデッキのある4 階まで下りて見るとやはり波高 5
m ということに実感しました。
僕は横浜で降りたのですが、この船は続けて清水、神戸
と西へ航海したのです。この船が清水にいる時、台風 1 6
号が紀伊半島を抜けて東海地方に差し掛かりました。世
界のクルーズ船の位置を地図に表示するh t t p : / / c r u i s e m a
p p e r . c o m という便利なw e b があるので、それを使ってその
船の位置を調べてみると、清水を出港して台風が向かっ
てくる西へと航海しているのです。台風情報では東海沖
の波高は 6 ～ 8 ｍとか。そんな中を航海して予定時刻に
神戸へ無事入港したのです。大きな船のなせる技に改
めて驚かされました。 強風の中、荒波の上を飛ぶ海鳥



大ホテルが動いている
この船には2 5 カ国からの2 1 0 0 人の乗客、3 5 カ国からの9 6 0 人のクルーが乗船しています。シングルの部屋はありませ
んから、1 0 0 0 を少し越えるツインの客室があることになります。1 0 余りのレストランとバー、室内と室外のプール、ジム、
4 0 0 人くらい収容する劇場、イベントホール、カジノ、図書室、等々を備えていますから、まるで動くホテルです。また、
廊下や階段に至るまで作りは四つ星以上のホテル並みです。その上、内容や出演者が毎日変わるショーを毎夜劇
場で上演し、その上、講演その他のイベントが満載。毎日のイベント情報を掲載したニュースが毎日部屋に配られ、
各部屋のテレビでもイベント情報チャンネルで放送されています。一人 4 0 万円平均として、この航海だけで8 億円。す
ごい商売があることに初めて気がつきました。

テレビは多チャンネル、それにインターネットも
各船室のテレビはホテルのそれのように多チャンネルです。毎日のイベントの情報チャンネル、船の現在位置を地図
に表示しているチャンネル、次の寄港地の情報チャンネル、その他の船内情報チャンネルに加え、C N N や B B C 、M S
N B C のようなニュースや映画、スポーツチャンネル等、全部で約 2 0 チャンネルの放送を見ることができます。船内の
番組以外は全て衛星からのC バンド( 4 G H z 付近) の信号を自動追尾で受信していますから、大洋を航行中も世界のど
こに停泊中でも、館内制作チャンネル以外は全てリアルタイムなのです。
インターネットは有料ですがW i F iで利用できます。これも衛星を介したサービスで、航空機の機内で最近再び始まっ
たインターネットサービスと同様のようですが、利用者数が航空機内とかなり異なりますので、データ量をより拡張した
ものかもしれません。
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上左：
アリューシャンの島
の夕日

上右：
樺太の東南端

左：
オホーツク海で見た
不思議な夕日



時差のこと
今回の航路はこれまで何度となく飛んだ航空機の航路と余り変わりません。ですから出発地から到着地の間の時差
も同じです。1 0 時間前後での飛行だと、どこかで一度に8 時間 ( 本当は1 6 時間ですが… ) を調整して、時差の調整を
一度に行わねばなりません。しかし船の場合はゆっくりですから、2 時間のこともありますが、通常は日に1 時間の調整
か必要かということになります。西への移動ですから、1 時間調整すると、1 日が2 5 時間になります。その調整は就寝
中に行いますので、いつもより1 時間遅くまで起きていても睡眠時間はいつもと同じことになります。時差ボケを感じる
ことなく太平洋を越えるのには船が最適ということになるのですが、もしこれが日本から北アメリカへの移動ならどうで
しょう。1 時間の調整をして、いつもと同じ時間に就寝すれば、睡眠時間が1 時間短くなることになり、それが連日続く
と睡眠不足から時差ボケのような症状になるかもしれません。機会があれば東向きの船の旅をしてみたいと思いま
す。

1 0 階まで見えていま
すが、実は1 2 階建て 
 ( 一階以下は客用で
はありませんので構
造は不明)

入港に際して
パイロットが乗
船して来る
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ハムとクルーズ
アメリカの会社のクルーズ船を今回利用したのですが、船籍はマルタです。船内で無線を運用するには、領海内なら
その国の法律、公海では船籍の国の法律に従う必要があります。ですから今回の場合はカナダ、米国、マルタ、ロシ
ア、日本の免許が必要になります。ロシアの免許の取得は容易ではありません。ですからロシア領海内では無線をし
ないようにさえすれば、マルタを除いた国の免許は取得済みで問題はありません。それではとマルタの免許も準備す
ることとしました。幸いにも9 H 3 U S A という希望のコールでの免許を得ることができましたので、船室のベランダに取り
付け可能な短いチューナ付きのアンテナの準備をし、自宅のベランダでの試験運用も上々の結果となりました。
そこまでは良かったのですが、クルーズ会社に問い合わせると「アマチュア無線機器の船内持ち込みは禁止」とのこ
と。いろいろとかけあいましたが、最後に得た許可範囲は「停泊中だけは許可」とのこと。それでは退屈しのぎにはな
らないことから、今回のクルーズでのアマチュア無線運用を残念ながら諦めることとなりました。その過程で他のクル
ーズ会社の例を調べたのですが、明確に許可をしている会社、条件付きで許可をする会社、全く許可をしない会社
があることが判りました。ですから、無線をするなら会社選びから始めなければならないというのが、今回学んだ教訓
です。
今回のクルーズ会社の禁止理由は「セキュリティーの問題」ということですが、どの意味でのセキュリティーを言ってい
るのか最後まで判りませんでした。他のクルーズ会社の条件等から見ると、どうやら船舶の通信機器や航行用機器へ
の障害が主な理由のようです。しかし、船舶の通信には短波帯から衛星に既に移行しているはずです。また、金属で
できたシールドボックスが組み合わされた構造の上、海面という最高のアースに浮いているのですから、障害発生の
可能性は地上より極めて小さいはずです。まだ、事前に連絡をしている訳ですから、電波障害が仮に起こってもすぐ
に船内電話で連絡をしてくることも可能です。そんなことから、おそらく短波万能時代にできたルールが現在もそのま
ま生きているだけなのかもしれません。民間企業の敷地内でのことですから、彼等が禁止と言えば「はいそうですか」
と聞くしかありません。そんな訳で9 H 3 U S A は幻のコールとなってしまいました。

アリューシャンの島の川で見た鮭の大群

J I 3 Z A G 大阪国際交流センター・ラジオクラブ
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